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病院の理念

職員が働きたい、働いてよかった、

患者さんがかかりたい、かかってよかった

地域が在って欲しい、在るので安心

といえる医療をおこなう。
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Ⅰ 

壁
・
枠
は
な
い 

  

大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
医
療
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
「
医
療
に
お
け
る
不
易
流
行
―
変

わ
ら
な
い
も
の
、変
わ
る
も
の
―
」で
し
た
。 

 

学
会
で
改
め
て
考
え
た
こ
と
を
述
べ
ま
す
。 

 

招
待
講
演
１
は
稲
盛
和
夫
氏
の
「
な
ぜ
医

療
に
哲
学
が
必
要
か
」
で
し
た
。
稲
森
氏
は

立
志
伝
中
の
方
で
す
。
ど
ん
な
と
き
に
も
筋

が
通
っ
て
い
る
こ
と
、
理
念
が
明
確
で
す
。

京
セ
ラ
・
第
二
電
電
（
現
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）
を

創
業
し
、
日
本
航
空
を
再
建
し
ま
し
た
。 

異
業
種
で
も
業
績
を
上
げ
た
の
は
、
産
業 

      

地
域
の
皆
様
へ 

 
 

理
事
長
・
院
長 

 

飯 

田 

修 

平 

壁
・
枠
・
常
識
を
壊
す 

 

私
が
、
医
療
は
特
殊
で
は
な
い
、
組
織
運

営
の
観
点
で
は
多
産
業
と
変
わ
り
は
な
い
と

言
う
こ
と
と
同
じ
で
す
。 

分
野
の
壁
・
枠
は
な
い
、
基
本
は
同
じ
こ
と

の
証
左
で
す
。 

 
Ⅱ 
相
互
信
頼
と
仕
事
に
誇
り
を
持
つ 

当
院
の
就
業
規
則
第
１
条
「
理
念
の
も
と

に
、
職
員
や
患
者
さ
ん
（
地
域
住
民
）
が
と

も
に
満
足
し
良
か
っ
た
と
思
え
る
医
療
（
経

営
）
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
の
た

め
に
は
、
お
互
い
が
安
心
し
、
信
頼
し
、
誇

り
を
も
っ
て
医
療
（
経
営
）
を
お
こ
な
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
こ
と
と
同

じ
で
す
。 

教
育
講
演
は
力
石
寛
夫
氏
の
「
医
療
産
業

か
ら
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
へ
」
で
し
た
。

力
石
氏
は
ホ
テ
ル
マ
ン
か
ら
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
た
ん
な
る
作
業
で
は
な
く
、

誇
り
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。 

 

 

招
待
講
演
３
は
百
田
尚
樹
氏
の
「
日
本
人

の
誇
り
」
で
し
た
。
百
田
氏
は
著
名
な
作
家

で
す
。『
永
遠
の
ゼ
ロ
』
と
『
海
賊
と
言
わ
れ

た
男
』
を
例
に
情
熱
的
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

戦
中
の
零
戦
に
ま
つ
わ
る
話
と
、
戦
後
の
日

章
丸
事
件
の
出
光
佐
一
氏
の
日
本
人
の
誇
り

を
示
す
話
で
し
た
。 

Ⅲ 

枠
を
破
る 

招
待
講
演
２
は
堀
沢
祖
門
氏
の
「
枠
を
破

る
」で
し
た
。堀
沢
氏
は
三
千
院
門
主
で
す
。

枠
を
破
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
二

元
相
対
（
迷
い
の
世
界
）
に
あ
り
、
争
い
が

あ
る
。
一
元
絶
対
（
悟
り
の
世
界
）
へ
の
転

換
に
向
か
う
べ
き
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。 

感
銘
を
受
け
た
の
は
、「
誰
し
も
自
分
が
一

番
大
切
で
あ
る
、
自
分
が
大
事
な
の
は
自
分

だ
け
で
は
な
い
」
と
お
釈
迦
さ
ま
が
弟
子
に

言
っ
た
と
い
う
逸
話
と
、
経
典
は
あ
ま
り
意

味
が
な
い
、
と
い
う
話
で
し
た
。 

私
は
職
員
に
、
自
分
を
大
切
に
せ
よ
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
患
者
さ
ん
に
良
い
医
療
は
提

供
で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で

す
。
ま
た
、
組
織
の
壁
を
壊
し
て
、
組
織
横

断
的
に
業
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。
医
療
の

質
向
上
活
動（
Ｍ
Ｑ
Ｉ
）が
そ
の
代
表
で
す
。 

 Ⅳ 

常
識
を
壊
す 

  

私
が
、
読
ん
で
感
激
し
、
職
員
に
勧
め
た

の
が
『
海
賊
と
言
わ
れ
た
男
』
で
し
た
。 

 

看
護
週
間
に
は
多
く
の
催
事
を
実
施
、
多

く
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
力

行
幼
稚
園
児
か
ら
花
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

誰
一
人
考
え
な
か
っ
た
、
イ
ギ
リ
ス
と
正

面
対
決
し
て
、
依
頼
か
ら
石
油
を
輸
入
す
る

と
い
う
、
無
謀
と
も
言
え
る
こ
と
を
、
信
念

を
持
っ
て
、
日
本
の
生
き
残
り
の
た
め
に
非

常
識
に
も
挑
戦
し
勝
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

常
識
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 Ⅴ 

異
論
・
反
論 

 

四
月
と
六
月
に
、
オ
ラ
ン
ダ
等
か
ら
の
見

学
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
当
院
の
総
合
的
質

経
営
（
Ｔ
Ｑ
Ｍ
）
の
実
践
の
見
学
と
意
見
交

換
で
す
。
他
に
は
ト
ヨ
タ
、
日
産
、
行
政
の

見
学
を
し
た
よ
う
で
す
。
日
本
人
は
発
言
に

消
極
的
で
す
が
、
多
く
の
外
国
人
は
疑
問
、

異
論
が
あ
れ
ば
発
言
し
ま
す
。
私
も
議
論
が

好
き
な
の
で
、
講
演
中
の
発
言
を
し
て
良
い

と
い
う
と
、
次
々
に
発
言
が
あ
り
ま
す
。
環

境
、価
値
観
の
異
な
る
人
と
の
意
見
交
換
は
、

諸
事
を
再
考
す
る
絶
好
の
機
会
と
思
い
ま
す
。 

 

Ⅵ 

近
況 
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看
護
週
間
は
、
五
月
十
一
日
（
月
）
～

五
月
十
五
日
（
金
）
迄
で
し
た
。 

全
職
員
が
看
護
週
間
の
バ
ッ
チ
を
付
け

看
護
週
間
で
あ
る
事
を
意
識
し
ま
し
た
。 

各
部
署
で
は
、
新
人
の
看
護
師
を
中
心

に
、
看
護
の
日
に
因
ん
だ
ポ
ス
タ
ー
を
作

製
し
、
一
階
待
合
室
の
窓
に
展
示
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の
特
徴
が
出
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
厚
労
省
が
看
護
の
日
を

制
定
し
た
趣
意
の
中
に
、
将
来
の
高
齢
化

社
会
を
担
っ
て
い
く
子
供
た
ち
に
も
看
護

の
心
・
ケ
ア
の
心
を
育
ん
で
い
け
ば
、
看

護
師
に
な
り
た
い
人
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
事
で
す
。
旭
丘
小
学
校
の
児
童
が
書
い

た
絵
を
眼
科
外
来
の
前
に
展
示
し
ま
し
た
。 

      

     

絵
を
受
け
取
り
に
行
っ
た
時
に
、
児
童

に
看
護
の
日
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
五

月
十
二
日
（
火
）
は
、
午
前
中
に
病
院
正

面
玄
関
内
で
血
圧
測
定
・
体
重
と
身
長
測

定
で
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
計
算
・
血
管
年
齢
測
定
し
、

結
果
説
明
時
に
指
導
も
行
い
ま
し
た
。 

             

看 

護 

週 

間 

開 

催 

報 

告 

ポスター展示 

     

                   

血
管
年
齢
測
定
は
人
気
が
高
く
、
待
ち

時
間
が
発
生
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
去
年
は

雨
天
の
為
に
正
面
玄
関
内
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
テ
ン
ト
を
張
っ
て
外
で
の
開
催
を

願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
今
年
も
当

日
は
風
が
強
く
急
遽
玄
関
内
で
行
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
狭
く
て
出
入
り
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。
入
院
中
の

患
者
さ
ん
に
は
、
一
人
一
人
に
お
花
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 血管年齢測定 
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午
後
か
ら
の
記
念
講
演
は
、
十
三
時
半

か
ら
十
六
時
迄
で
飯
田
院
長
の
講
話
、
循

環
器
内
科 

伊
藤
鹿
島
医
師
の
「
薬
の
名

前
を
言
え
ま
す
か
？
～
高
度
複
雑
医
療
時

代
の
受
診
の
心
得
～
」
と
外
来
看
護
師 

大
友
順
子
の
「
あ
な
た
を
守
る
お
薬
手
帳

～
ス
ム
ー
ズ
に
診
療
を
受
け
る
為
に
～
」

と
薬
に
関
連
し
た
内
容
で
し
た
。
私
は
「
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
誓
詞
」
に
つ
い
て
お
話
し

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

今
後
の
受
診
の
際
に
役
立
て
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
看
護
の
日
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
の
方
々
の
健
康
維
持
を
少
し
で

も
お
手
伝
い
が
出
来
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り
良
い
看
護
が

提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、
日
ご
ろ

疑
問
に
思
っ
て
い
た
薬
に
つ
い
て
の
ご
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
看
護
部
長 

佐
藤 

松
子
） 
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力行幼稚園 園児 来院報告 

６月２日小さな可愛い来院者たちから心温まる美しい花束を頂きました♪ 



      

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
六
日
（
火
）、
当

院
に
て
「
第
一
〇
回
練
馬
地
域
連
携
の
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

本
会
は
、
近
隣
の
医
療
機
関
の
先
生
や
職

員
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
当
院
と
地
域

の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
に

年
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。 

今
回
、
当
院
と
関
連
が
深
い
慶
應
義
塾
大

学
病
院
外
科
学
教
室
教
授
・
腫
瘍
セ
ン
タ
ー

長
で
あ
り
、
日
本
の
外
科
学
の
リ
ー
ダ
ー
の

一
人
で
あ
る
北
川
雄
光
教
授
に
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
慶
應
義
塾
大
学
病
院
が
目
指

す
が
ん
医
療
の
方
向
性
」
で
す
。
癌
治
療
の

最
前
線
に
つ
い
て
、
画
像
診
断
の
進
歩
、
集

学
的
治
療
の
意
義
、各
治
療
法
の
利
点
欠
点
、

化
学
療
法
や
分
子
標
的
薬
の
最
前
線
、
放
射

線
治
療
、
外
科
的
治
療
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
乳
癌
の

治
療
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
縮
小
手

術
、
特
に
術
後
の
乳
房
再
建
術
の
実
際
を
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
食
道
癌
、
胃
癌
、
大

腸
癌
な
ど
鏡
視
下
手
術
の
映
像
を
供
覧
し
な

が
ら
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鏡
視
下
手

術
の
利
点
、
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
の

有
用
性
、
先
進
医
療
と
し
て
早
期
胃
癌
の
部

分
的
全
層
切
除
に
よ
る
内
視
鏡
と
腹
腔
鏡
を

併
用
し
た
治
療
の
取
り
組
み
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。 

  

      

慶
應
義
塾
大
学
病
院
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
で
は
、
外
来
化
学
療
法
部
門
、
緩
和
ケ
ア

部
門
、
癌
リ
ハ
ビ
リ
部
門
、
低
侵
襲
療
法
研

究
開
発
部
門
な
ど
の
各
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
、
腫
瘍
専
門
診
察
室
、
ク
ラ
ス
タ

ー
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
運
用
し
て
癌
患
者
の

診
断
・
治
療
法
を
決
定
し
て
い
く
過
程
を
、

が
ん
専
門
初
診
外
来
受
診
患
者
を
例
に
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
合
併
症
を
有
す
る
癌

患
者
、
高
度
進
行
・
再
発
癌
患
者
な
ど
難
治

症
例
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
慶
應
義
塾
大
学
外
科
学
教
室
の
教
育
方

針
、
専
門
医
制
度
、
若
手
医
師
育
成
、
高
度

技
能
専
門
医
の
育
成
、
領
域
横
断
的
内
視
鏡

手
術
エ
キ
ス
パ
ー
ト
育
成
事
業
、
外
科
系
臨

牀
腫
瘍
医
育
成
制
度
な
ど
実
践
さ
れ
て
い
る

取
り
組
み
を
多
岐
に
わ
た
り
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
新
病
院
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
映
像
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。 最

後
に
、
①
最
先
端
の
低
侵
襲
が
ん
治
療

の
開
発
・
提
供
、
②
複
数
の
併
存
症
を
有
す

る
高
齢
者
、
他
院
で
は
治
療
困
難
な
難
治
癌

へ
の
挑
戦
、
③
慶
應
関
連
病
院
、
地
域
の
医

療
機
関
と
連
携
し
、
き
め
細
か
な
癌
診
療
を

展
開
す
る
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
内
容
を
テ
ン
ポ
よ

く
わ
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

予
定
し
た
四
十
五
分
間
の
講
演
時
間
が
と
て

も
短
く
感
じ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
ク

ラ
ス
タ
ー
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
践
の
す
ば
ら

し
さ
、
練
馬
総
合
病
院
と
慶
應
義
塾
大
学
病

院
の
連
携
に
よ
り
有
効
的
な
治
療
を
受
け
ら

れ
た
症
例
の
紹
介
、
今
後
の
連
携
医
療
機
関

の
在
り
方
、
な
ど
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

第
一
〇
回
練
馬
地
域
連
携
の
会 

開
催
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
川 

雄
光
教
授 

  

慶
應
義
塾
大
学
病
院
外
科
教
室 

     

今
回
、
地
域
連
携
の
会
で
は
は
じ
め
て
特

別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
院
内
約
七
十
名
、

院
外
約
五
十
名
の
計
約
百
二
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
地
域
連
携
の
会
は
当
院
職
員
と
医

療
機
関
の
方
と
の
交
流
を
深
め
、『
顔
』
の
み

え
る
医
療
連
携
を
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
今

後
も
病
診
連
携
、
病
病
連
携
な
ど
地
域
連
携

を
強
化
し
、
地
域
医
療
を
充
実
す
る
た
め
に

努
力
し
ま
す
。 

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

１
「
大
腿
骨
頸
部
骨
折
」
地
域
連
携
パ
ス
の

現
状
と
今
年
度
の
計
画 

２
特
別
講
演 

 
 
 
 
 
 

（
文
責 

地
域
連
携
室
長 

栗
原
直
人
） 

「
慶
應
義
塾
大
学
病
院
が
目
指
す 

練
馬
総
合
病
院 

整
形
外
科
科
長 

井
口 

 

理 

が
ん
医
療
の
方
向
性
」 
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厚
生
労
働
省
は
在
宅
医
療
と
介
護
と
の
連

携
推
進
に
む
け
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

練
馬
総
合
病
院
で
は
在
宅
医
療
を
支
え
る

多
職
種
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
平
成

二
十
五
年
十
二
月
か
ら
練
馬
在
宅
症
例
検
討

会
を
開
始
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
八
日
（
水
）
練
馬

総
合
病
院
講
堂
に
て
『
第
三
回
練
馬
在
宅
症

例
検
討
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
、
在
宅
療
養
が
困
難
な
症
例
を
中
心

に
進
行
胃
癌
患
者
の
終
末
期
を
在
宅
で
療
養

す
る
た
め
に
退
院
支
援
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

通
じ
て
多
職
種
が
連
携
し
た
症
例
と
慢
性
心

不
全
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
増
悪
に
よ
り
入
退
院

を
繰
り
返
し
た
症
例
の
二
症
例
検
討
し
ま
し

た
。入
院
中
に
患
者
さ
ん
を
担
当
し
た
医
師
、

看
護
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
入

院
中
の
治
療
経
過
や
看
護
の
問
題
点
、
退
院

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
一
方
、
在
宅
で
医
療
や
介
護
を
支
え
て

い
る
立
場
か
ら
訪
問
医
、
訪
問
看
護
師
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
患
者
さ 

ん
の
在
宅
で
の
問
題
点
や
管
理
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。 

    

第
三
回
練
馬
在
宅
症
例
研
究
会 

開
催
報
告 

主
治
医
が
入
院
初
期
か
ら
在
宅
医
療
に
向

け
て
積
極
的
な
介
入
が
重
要
で
あ
っ
た
り
、

在
宅
環
境
を
整
え
た
り
、
在
宅
医
療
を
す
す

め
る
た
め
に
は
本
人
と
家
族
に
十
分
に
説
明

し
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
在
宅
で
の
問
題
点
や
苦
労
さ

れ
た
点
な
ど
の
情
報
共
有
も
重
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
病
院
と
在
宅
診
療
チ
ー
ム
で

あ
る
在
宅
医
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
訪
問
看

護
・
訪
問
介
護
な
ど
の
医
療
連
携
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。 

練
馬
総
合
病
院
か
ら
医
師
、
看
護
師
、
薬

剤
師
、
放
射
線
技
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
地
域
連
携
室
・
医
療
相
談
室
、
事
務
部

が
約
五
十
名
参
加
し
、
院
外
か
ら
は
医
師
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
支
援

事
務
所
、
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
、
調
剤
薬

局
、
練
馬
区
健
康
福
祉
事
業
本
部
な
ど
か
ら

約
五
十
名
が
参
加
し
、
意
見
交
換
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。 

第
２
部
で
は
在
宅
医
療
を
支
え
る
多
職
種

の
相
互
理
解
を
目
的
と
し
て
『
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
日
常
業
務
と
役
割
』
を
テ
ー
マ
に

永
沼
明
美
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
七
年
介
護
保
険
改
訂
の
ポ
イ
ン

ト
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
日
常
業
務
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
医
療
と
介
護
の
連
携
を
す

る
か
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
医
療
や
介
護
に
つ
い
て
の
初
期

ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
重
要
で
あ
り
、
患
者
・
家

族
へ
の
説
明
内
容
や
理
解
、
受
け
止
め
状
況

に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
、
病
院
や
在
宅
チ

ー
ム
と
の
情
報
交
換
、
連
携
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
在
宅
医
療
を
支

え
る
た
め
に
は
多
職
種
連
携
、
医
療
と
介
護

の
連
携
、
患
者
さ
ん
の
医
療
と
介
護
の
情
報

共
有
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
認
識
で

き
ま
し
た
。 

「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ-

の
役
割
が
理
解
で
き

た
。」 

「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

と
感
じ
た
」
な
ど
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
も
在
宅
療
養
を
支
え
る
地
域
の
皆
様

と
練
馬
総
合
病
院
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、

よ
り
良
い
地
域
医
療
の
た
め
に
活
動
を
継
続

し
ま
す
。 

研
究
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
他

の
職
種
の
専
門
性
を
理
解
す
る
と
同
時
に
自

分
の
役
割
を
ほ
か
の
職
種
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。」 

（
文
責 

地
域
連
携
室
長 

栗
原
直
人
） 
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外
科
医
師 
筒
井 

り
な 

四
月
一
日
よ
り
外
科
常
勤
医
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
す
、
筒
井
り
な
（
ツ
ツ
イ 

リ

ナ
）
と
申
し
ま
す
。
私
は
和
歌
山
県
立
医
科

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
東
京
医
療
セ
ン
タ

ー
（
東
京
）
で
初
期
臨
床
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科

学
教
室
へ
入
局
し
、
浜
松
赤
十
字
病
院
（
静

岡
）、
日
野
市
立
病
院
（
東
京
）
に
て
外
科
研

修
を
行
っ
た
後
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
博

士
課
程
に
入
り
、
四
年
間
は
大
学
病
院
に
て

外
科
学
を
学
ん
で
お
り
ま
し
た
。
内
、
一
年

間
は
福
岡
県
八
女
市
の
公
立
八
女
総
合
病
院

に
出
向
し
、
肝
臓
内
科
と
し
て
肝
疾
患
の
診

療
に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。 

新
任
医
師
紹
介 

      

杏
林
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
杏
林
大
学
医

学
部
付
属
病
院
で
二
年
間
初
期
研
修
し
、
そ

の
後
同
病
院
麻
酔
科
学
教
室
に
入
局
し
、
主

に
手
術
室
麻
酔
を
勉
強
し
、
麻
酔
科
認
定

医
・
専
門
医
を
取
得
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

      

麻
酔
科
医
師 

東 

佑
佳 

こ
の
度
、
御
縁
が
あ
り
練
馬
総
合
病
院
に

て
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

四
月
よ
り
麻
酔
科
常
勤
医
と
し
て
勤
務
し

て
お
り
ま
す
、
東
佑
佳
（
ア
ヅ
マ 

ユ
ウ
カ
）

と
申
し
ま
す
。 

今
ま
で
の
患
者
さ
ん
か
ら
学
ば
せ
て
頂
い

た
こ
と
を
糧
に
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
を
提

供
出
来
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
手
術
室
で
の
麻
酔
が
担
当
に

な
り
ま
す
。
今
ま
で
大
学
病
院
に
在
籍
す
る

期
間
が
長
か
っ
た
の
で
、
地
域
医
療
に
根
付

い
た
練
馬
総
合
病
院
で
、
患
者
さ
ん
の
術
前

か
ら
術
後
ま
で
周
術
期
管
理
が
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

           

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
患
者
さ
ん
・
職
員
の
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

整
形
外
科
医
師 

中
村 

研
太 

四
月
よ
り
整
形
外
科
常
勤
医
と
し
て
勤
務

さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
中
村
研
太

（
ナ
カ
ム
ラ 

ケ
ン
タ
）
と
申
し
ま
す
。 

私
は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
に
、
川
崎
市
立
川
崎
病
院
で
初
期
臨
床
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
慶
應
義
塾
大
学

病
院
、
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
栃

木
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務
を
経
て
、
こ
の

度
練
馬
総
合
病
院
に
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

                 

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が
多
い
身
で
あ
り
ま

す
が
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
力
に
な
れ
る

よ
う
日
々
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

主
に
大
腿
骨
頚
部
骨
折
や
脊
椎
圧
迫
骨
折

な
ど
の
外
傷
疾
患
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
病
院
に
か

か
れ
る
、
か
か
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

よ
う
に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 
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外
科
医
師 

牧
野 

曉
嗣 

四
月
よ
り
外
科
専
修
医
と
し
て
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
牧
野
曉

嗣
（
マ
キ
ノ 

ア
キ
ツ
グ
）
と
申
し
ま
す
。 

上
級
医
の
先
生
方
に
熱
い
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
日
々
勉
強
の
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。今
年
は
外
科
医
と
し
て
一
年
目
で
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で

も
多
く
の
患
者
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
に
山
梨
大
学
医
学
部
卒
業

後
、
山
梨
県
甲
府
市
に
あ
り
ま
す
山
梨
県
立

中
央
病
院
で
二
年
間
の
初
期
研
修
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。
本
年
度
、
慶
應
義
塾
大
学
外

科
学
講
座
に
入
局
し
、
こ
の
一
年
間
は
出
張

と
し
て
練
馬
総
合
病
院
に
赴
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

         

内
科
医
師 

佐
々
木 

裕
伸 

四
月
よ
り
内
科
専
修
医
と
し
て
勤
務
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
佐
々
木
裕
伸
（
サ
サ
キ 

ヒ
ロ
ノ
ブ
）
と
申
し
ま
す
。
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
に
、
二
年
間
さ
い
た
ま
市

立
病
院
で
初
期
研
修
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

本
年
度
よ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
腎

臓
内
分
泌
代
謝
内
科
か
ら
の
出
張
と
し
て
練

馬
総
合
病
院
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
私
は

大
学
卒
業
ま
で
池
袋
に
お
り
、
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
の
皆
様
方
と
関
わ
れ
る
こ
と
を
嬉
し

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
内
科
全
般
に
携
わ
り

つ
つ
も
糖
尿
病
医
療
を
深
く
学
び
た
い
と
思

い
、
こ
ち
ら
で
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
指
導
熱
心
な
先
生
方
と
日
常
診

療
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な
る

毎
日
で
、
こ
ち
ら
で
研
修
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

内
科
医
一
年
目
で
慣
れ
な
い
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
職
員
の
方
々
、
そ
し
て
患
者
さ
ん

か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
師
に
な
る
べ
く
精
一
杯

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

           

内
科
医
師 

土
屋 

多
美 

四
月
よ
り
内
科
専
修
医
と
し
て
勤
務
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
、
土
屋 

多
美
（
ツ
チ

ヤ 

タ
ミ
）
と
申
し
ま
す
。 

私
は
産
業
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
埼
玉
社

会
保
険
病
院
（
現
在
の
埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
）
で
二
年
間
初
期
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院 

内
科

学
教
室
に
所
属
し
、
一
年
間
慶
應
義
塾
大
学

病
院
で
内
科
を
ロ
ー
テ
ー
ト
し
、
大
学
病
院

な
ら
で
は
の
症
例
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

               

今
年
度
は
慶
應
義
塾
大
学
病
院 

内
科
学

よ
り
練
馬
総
合
病
院
に
出
向
さ
せ
て
頂
く
運

び
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
一
年
は
一
般
内
科
を
学
び
つ
つ
、
産

業
医
と
し
て
も
と
も
と
興
味
の
あ
っ
た
生
活

習
慣
病
、
特
に
糖
尿
病
の
専
門
知
識
を
身
に

着
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

主
治
医
と
な
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
緊

張
し
て
お
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
患
者
さ
ん

の
対
応
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

未
熟
な
点
も
多
い
で
す
が
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 
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研
修
医 

小
澤 

匠
平 

ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 こ

の
度
、
二
年
間
練
馬
総
合
病
院
で
研
修

で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
研
修
の
間
に
多
く
の
こ
と
を
経
験
、
吸

収
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

四
月
よ
り
初
期
研
修
医
と
し
て
働
か
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
小
澤
匠
平(

オ
ザ
ワ 

シ
ョ

ウ
ヘ
イ)

と
申
し
ま
す
。出
身
は
愛
知
県
み
よ

し
市
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。 

             

研
修
医 

奥
山 

翔 

不
慣
れ
な
点
が
多
く
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

練
馬
総
合
病
院
の
一
員
と
し
て
い
ち
早
く

認
め
て
貰
え
る
よ
う
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
貪
欲
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

出
身
は
宮
城
県
仙
台
市
、東
北
大
学
で
す
。

練
馬
総
合
病
院
は
見
学
に
訪
れ
た
際
、
研
修

内
容
に
興
味
を
持
ち
、
志
望
し
ま
し
た
。
当

院
で
研
修
が
出
来
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。 

本
年
度
よ
り
初
期
研
修
医
と
し
て
お
世
話

に
な
り
ま
す
、奥
山
翔（
オ
ク
ヤ
マ 

シ
ョ
ウ
）

と
申
し
ま
す
。 

            

研
修
医 

松
原 

脩
也 

出
身
地
は
大
阪
府
、
出
身
大
学
は
東
京
医

科
大
学
で
す
。
我
が
国
最
大
の
都
市
で
あ
る

東
京
に
位
置
し
な
が
ら
も
、
地
域
な
ら
で
は

の
独
特
の
色
を
持
つ
こ
の
練
馬
区
と
い
う
地

域
で
研
修
で
き
る
こ
と
に
、
大
変
な
感
謝
の

気
持
ち
と
大
き
な
向
上
心
を
抱
い
て
お
り
ま

す
。 本

年
度
四
月
よ
り
練
馬
総
合
病
院
に
て
、

初
期
研
修
医
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
、
松
原
脩
也(

マ
ツ
バ
ラ 

シ
ュ
ウ
ヤ)

と

申
し
ま
す
。 

及
ば
ず
な
が
ら
、
目
の
前
に
お
ら
れ
る
患

者
さ
ん
に
対
し
て
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

              

研
修
医 

横
木 

達
明 

出
身
は
福
島
県
い
わ
き
市
で
す
。
出
身
校

は
福
島
県
立
医
科
大
学
で
す
。
学
生
時
代
は

サ
ッ
カ
ー
と
軽
音
楽
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。

趣
味
は
旅
行
で
す
。
練
馬
総
合
病
院
で
働
き

始
め
て
一
ヶ
月
が
経
ち
、
と
て
も
充
実
し
た

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
点
も
多
く
、
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

本
年
度
よ
り
初
期
研
修
医
と
し
て
お
世
話

に
な
り
ま
す
、
横
木
達
明
（
ヨ
コ
ギ 

タ
ツ

ア
キ
）
と
申
し
ま
す
。 
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膵
が
ん
の
罹
患
率
は
六
十
歳
ご
ろ
か
ら
増

加
し
て
高
齢
に
な
る
ほ
ど
高
く
な
り
ま
す
。

日
本
の
悪
性
腫
瘍
の
死
因
と
し
て
膵
が
ん
は

第
四
位
と
な
っ
て
い
ま
す（
二
〇
一
三
年
度
）。

一
般
的
に
膵
が
ん
の
治
療
成
績
は
決
し
て
良

好
と
は
言
え
ず
、三
年
生
存
率
１
１
．７
％
、

生
存
期
間
中
央
値
は
１
０
．
２
ヶ
月
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
（
二
〇
〇
七
年 

日
本
膵
臓

学
会
）。 

 

膵
臓
は
胃
の
後
ろ
に
あ
り
、
長
さ
二
十
㎝

程
度
の
細
長
い
臓
器
で
す
。
膵
臓
に
は
二
つ

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
食
物
の
消
化
を
助
け

る
膵
液
の
産
生
（
外
分
泌
）
と
、
イ
ン
ス
リ

ン
や
グ
ル
カ
ゴ
ン
な
ど
血
糖
値
の
調
整
に
必

要
な
ホ
ル
モ
ン
の
産
生
（
内
分
泌
）
で
す
。

膵
臓
に
で
き
る
が
ん
を
膵
が
ん
と
呼
び
ま
す

が
、
そ
の
約
九
十
％
は
膵
臓
で
産
生
さ
れ
た

膵
液
を
運
ぶ
膵
管
か
ら
発
生
し
た
浸
潤
性
膵

管
が
ん
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。 

１ 

膵
が
ん
と
は 

外
科
医
師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

筒
井 
り
な 

コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ
シ
リ
ー
ズ 

「膵
が
ん
」 

 

膵
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
前
記
の

よ
う
な
症
状
を
認
め
た
際
や
、
膵
が
ん
の
リ

ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
を
複
数
有
す
る
よ
う
な
方

に
関
し
て
、
定
期
的
に
血
液
検
査
や
腹
部
超

音
波
検
査
を
施
行
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。 

       
初
発
症
状
と
し
て
腹
痛
、
黄
疸
、
腰
背
部

痛
が
多
く
、
次
い
で
体
重
減
少
、
消
化
不
良

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
膵
が
ん
に
特
異
的
な

症
状
は
乏
し
く
、
無
症
状
で
見
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
中
年
以
降
に
糖
尿
病
の
発
生

が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
膵
が
ん
の
可
能
性
も

考
慮
し
て
検
査
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

膵
が
ん
患
者
さ
ん
の
既
往
歴
で
は
糖
尿
病

が
２
５
．
９
％
と
最
も
頻
度
が
高
く
、
糖
尿

病
の
発
症
か
ら
一
〜
三
年
以
内
に
膵
が
ん
の

発
生
す
る
こ
と
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
膵
が
ん
の
家
族
歴
、
慢
性
膵

炎
、
肥
満
、
喫
煙
な
ど
が
危
険
因
子
と
な
り

膵
が
ん
の
発
生
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
ま
す
。 

３ 

膵
が
ん
の
自
覚
症
状
は
？ 

２ 

膵
が
ん
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー 

 

膵
が
ん
の
治
療
に
は
、
手
術
、
放
射
線
、

抗
が
ん
剤
の
三
大
が
ん
治
療
が
あ
り
ま
す
。

最
初
に
検
討
さ
れ
る
治
療
は
手
術
に
な
り
、

手
術
は
最
も
根
本
的
な
治
療
と
な
り
ま
す
。

手
術
術
式
は
、
が
ん
が
膵
臓
の
頭
部
分
に
存

在
す
る
場
合
に
は
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術

（
膵
臓
の
頭
の
部
分
、
十
二
指
腸
、
胃
を
切

除
す
る
術
式
）、あ
る
い
は
胃
を
温
存
す
る
幽

門
輪
温
存
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術
、
亜
全
胃

温
存
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
が
ん
が
膵
臓
の
体
部
に
存
在
す
る
場
合

に
は
膵
体
尾
部
切
除
術
、
が
ん
が
膵
臓
の
頭

部
か
ら
体
部
に
存
在
す
る
場
合
に
は
膵
全
摘

術
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

  

血
液
検
査
で
は
膵
酵
素
や
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
、

血
糖
値
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
画
像
検
査
と
し

て
は
、
腹
部
聴
音
波
検
査
、
造
影
剤
を
使
用

し
た
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検

査
な
ど
で
腫
瘍
の
位
置
や
大
き
さ
、
周
囲
の

血
管
や
臓
器
へ
の
浸
潤
の
程
度
、
遠
隔
転
移

の
有
無
な
ど
を
診
断
し
ま
す
。
ま
た
内
視
鏡

を
用
い
て
膵
管
を
観
察
す
る
内
視
鏡
下
逆
行

性
胆
管
膵
管
造
影
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）
検
査
で
は

実
際
に
腫
瘍
の
組
織
を
採
取
し
て
、
確
定
診

断
に
至
り
ま
す
。 

４ 

膵
が
ん
を
疑
っ
た
際
に
施
行
す
る
検
査

は
？ 

５ 

膵
が
ん
の
治
療 

      

た
だ
し
、
膵
が
ん
は
自
覚
症
状
に
乏
し
く

進
行
が
非
常
に
早
い
が
ん
の
た
め
、
発
見
時

に
手
術
可
能
な
症
例
は
極
わ
ず
か
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
現
在
で
は
、
手
術
で
切
除
で

き
な
い
膵
が
ん
を
切
除
可
能
に
す
る
た
め
に

複
数
の
抗
が
ん
剤
や
放
射
線
治
療
を
組
み
合

わ
せ
た
術
前
治
療
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
た
と
え
膵
が
ん
を
手
術
に
よ
り
切

除
で
き
た
と
し
て
も
術
後
早
期
に
再
発
す
る

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
再
発
を
予
防

す
る
た
め
の
化
学
療
法
（
ジ
ェ
ム
ザ
ー
ル
や

Ｔ
Ｓ
―
１
な
ど
）な
ど
も
積
極
的
に
使
用
し
、

治
療
成
績
の
向
上
を
認
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
膵
が
ん
の
治
療
法
は
様
々
で

す
。
私
達
は
患
者
さ
ん
の
が
ん
の
進
行
度
や

悪
性
度
に
合
わ
せ
た
治
療
法
を
提
示
さ
せ
て

頂
き
、
患
者
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
治
療
を

選
択
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

     

9  ハローホスピタル 96 号 



               
当
院
に
は
各
職
種
の
代
表
者
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
各
種
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
褥
瘡
委
員
会
が
あ

り
ま
す
。
褥
瘡
委
員
会
で
は
医
師
・
看
護
師
・

薬
剤
師
・
栄
養
士
が
委
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
褥
瘡
と
は
持
続
的
な
圧
迫
に
よ
っ

て
、
組
織
の
血
流
が
減
少
・
消
失
し
、
虚
血

状
態
、
低
酸
素
状
態
に
な
っ
て
、
組
織
の
壊

死
が
起
こ
っ
た
状
態
で
す
。 

寝
た
き
り
や
麻
痺
な
ど
で
体
の
向
き
を
自

力
で
変
え
ら
れ
な
い
人
に
で
き
ま
す
。
頭
や

腰
の
仙
骨
部
、
踵
や
肘
な
ど
骨
が
突
出
し
て

い
る
箇
所
は
、
圧
迫
を
受
け
る
為
に
現
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
不
良
状
態
が

あ
る
と
創
（
傷
）
が
治
り
に
く
く
な
り
、
慢

性
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

褥瘡の話 

       

最
近
は
家
庭
で
介
護
す
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
患
者
さ
ん
の
身
体
的
状
態
や

物
理
的
環
境
（
ベ
ッ
ド
や
マ
ッ
ト
レ
ス
、
長

時
間
の
車
椅
子
乗
車
）
や
介
護
す
る
人
の
生

活
環
境
な
ど
、
様
々
な
原
因
で
褥
瘡
が
発
生

す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
一
旦
で
き
た
褥
瘡
は

治
り
に
く
い
た
め
、
予
防
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
病
院
で
も
行
っ
て
い
る
予
防
法
の

中
で
、
家
庭
で
も
出
来
る
方
法
を
説
明
し
ま

す
。 お

風
呂
や
体
を
拭
い
た
と
き
、
お
む
つ
交

換
の
時
に
皮
膚
が
赤
く
な
っ
て
い
る
部
分
が

あ
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。
体
の
向
き
を
変

え
三
十
分
以
上
た
っ
て
も
赤
み
が
消
え
な
い

場
合
は
褥
瘡
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

「
赤
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
注
意
」 

褥
瘡
委
員
会
の
活
動
は
、
褥
瘡
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
予
防
的
な
処
置
と
、
で
き
て
し

ま
っ
た
褥
瘡
が
早
く
治
る
よ
う
に
他
職
種
で

回
診
し
て
話
し
合
い
を
行
い
、
入
院
し
て
い

る
病
棟
の
看
護
師
に
助
言
し
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
は
加
齢
に
よ
っ
て
皮
脂
の
分
泌
が

減
り
水
分
を
保
つ
力
が
低
下
す
る
た
め
、
乾

燥
肌
に
な
り
が
ち
で
す
。
乾
燥
し
て
キ
メ
が

粗
く
な
っ
た
皮
膚
は
バ
リ
ア
機
能
が
低
下
し
、

褥
瘡
の
発
生
に
も
繋
が
り
ま
す
。
入
浴
や
体

を
拭
く
時
は
、
ご
し
ご
し
擦
ら
ず
石
鹸
を
よ

く
泡
立
て
て
洗
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
洗

い
流
す
時
は
、
石
鹸
が
残
ら
な
い
よ
う
に
良

く
洗
い
流
し
て
下
さ
い
。
入
浴
や
体
を
拭
い

た
後
、
保
湿
ク
リ
ー
ム
を
塗
り
保
湿
す
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
オ
ム
ツ
を
使
用
し

て
い
る
場
合
も
、
尿
や
便
が
長
時
間
皮
膚
に

付
着
し
て
い
る
と
赤
み
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。 寝

た
き
り
の
場
合
は
、
同
じ
姿
勢
が
続
か

な
い
よ
う
に
体
の
向
き
を
変
え
た
り
、
場
合

よ
っ
て
は
圧
を
分
散
で
き
る
エ
ア
ー
マ
ッ
ト

レ
ス
や
体
圧
分
散
寝
具
の
使
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。マ
ッ
ト
レ
ス
は
種
類
が
豊
富
に
あ
り
、

要
介
護
の
方
は
介
護
保
険
が
適
応
に
な
る
の

で
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
す

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
ま
た
踵
や
肘
な

ど
骨
ば
っ
た
部
分
は
、
座
布
団
や
ク
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
柔
ら
か
い
素
材
の
物
で
圧
迫
を
避
け

る
姿
勢
を
と
っ
て
下
さ
い
。 

「
ス
キ
ン
ケ
ア
」 

「
日
常
生
活
用
具
の
見
直
し
」 

 
           

栄
養
が
不
足
し
て
い
る
と
褥
瘡
に
な
り
や

す
く
治
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
皮
膚
や
筋
肉

に
栄
養
を
与
え
丈
夫
に
す
る
事
も
褥
瘡
の
予

防
に
な
り
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
・
ビ
タ
ミ
ン
・

ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
取
す
る
事
が

大
切
で
す
。
特
に
た
ん
ぱ
く
質
は
不
足
し
や

す
い
栄
養
な
の
で
お
肉
・
卵
・
魚
を
積
極
的

に
食
べ
る
よ
う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。
食
欲

低
下
な
ど
で
食
事
を
十
分
に
取
る
事
が
出
来

な
い
場
合
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質

が
強
化
さ
れ
た
補
助
食
品
を
利
用
す
る
の
も

良
い
で
し
ょ
う
。 

「
栄
養
」 

褥
瘡
予
防
は
大
切
で
す
が
、
１
人
で
全
部

頑
張
ろ
う
せ
ず
、
心
配
や
困
っ
た
時
は
家
族

に
頼
っ
た
り
、担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

ま
た
は
医
療
機
関
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

５
階
病
棟 

三
嶋 

ミ
ナ
子 
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痛
み
の
原
因
と
な
る
疾
患
や
外
傷
が
治
癒

し
た
後
も
、
持
続
す
る
疼
痛
の
こ
と
を
慢
性

疼
痛
と
い
い
ま
す
。
痛
み
が
生
じ
た
と
き
に

適
切
な
治
療
を
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と
、
痛

み
が
ま
た
別
の
痛
み
を
引
き
起
こ
し
悪
循
環

に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

         
慢
性
疼
痛
の
症
状
は
、
患
者
さ
ん
に
よ
り

異
な
り
、
腰
な
ど
の
痛
み
や
し
び
れ
な
ど
の

痛
み
が
あ
り
ま
す
。
痛
み
の
原
因
や
種
類
に

応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
治
療
や
薬
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
慢
性
疼
痛
の
治
療
に
使
わ

れ
る
薬
を
紹
介
し
ま
す
。 

●
慢
性
疼
痛
と
は
？ 

消
炎
鎮
痛
薬
で
痛
み
が
と
れ
な
い
時
に
使

わ
れ
る
鎮
痛
効
果
の
高
い
薬
で
す
。
飲
み
薬

や
貼
り
薬
が
あ
り
ま
す
。
少
な
い
量
か
ら
始

め
、
徐
々
に
増
や
し
て
効
果
が
得
ら
れ
る
量

を
決
め
ま
す
。
症
状
が
良
く
な
っ
て
急
に
止

め
る
と
、
倦
怠
感
な
ど
が
出
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
少
し
ず
つ
減
ら
し
ま
す
。
副
作
用
と

し
て
、
眠
気
が
出
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
自

動
車
の
運
転
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
便
秘
、
吐
き
気
が
あ
り
ま
す
が
、
便

秘
は
下
剤
で
対
処
で
き
、
吐
き
気
は
徐
々
に

慣
れ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

軽
度
か
ら
中
等
度
の
痛
み
に
使
用
す
る
弱

オ
ピ
オ
イ
ド
に
な
り
ま
す
。 

ト
ラ
マ
ー
ル
Ⓡ

（
成
分
：
ト
ラ
マ
ド
ー
ル
） 

ま
ず
、
消
炎
鎮
痛
薬
（
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性

消
炎
鎮
痛
薬
）
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

治
療
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
良
く
な
ら
な

い
場
合
は
、
オ
ピ
オ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
鎮
痛

薬
を
使
い
、
し
び
れ
に
よ
る
ピ
リ
ピ
リ
し
た

痛
み
に
対
し
て
は
、
普
通
の
鎮
痛
薬
で
は
効

か
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
神
経
の
痛
み
に

効
く
薬
を
使
い
ま
す
。 

【
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬
と
は
？
】 

①
〈
剤
型
：
飲
み
薬
〉 

●
慢
性
疼
痛
の
治
療 

用
法
用
量
：
一
回
二
五
～
七
五
㎎
一
日
四
回 

  

   

オ
ピ
オ
イ
ド
の
貼
り
薬
は
有
効
成
分
が
皮

膚
か
ら
血
液
中
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
全
身
に

効
き
ま
す
。
貼
っ
て
か
ら
効
果
が
現
れ
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
効
果
が
持
続
す
る
の
で
、
は
が
し
て
か

ら
も
副
作
用
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。
同
じ
場
所
に
貼
る
と
皮
膚

が
か
ぶ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
毎
回
違
う
場
所

に
貼
り
ま
す
。 

用
法
用
量
：
一
回
一
枚
か
ら
開
始
し
毎
日
貼

り
か
え
る
薬
で
す
。
痛
み
の
強
さ
に
応
じ
て

用
量
が
異
な
り
ま
す
。
医
療
用
麻
薬
で
あ
り

鎮
痛
効
果
の
高
い
薬
で
す
。 

ト
ラ
ム
セ
ッ
ト
Ⓡ 

ト
ラ
マ
ド
ー
ル
と
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン

（
鎮
痛
薬
）
の
配
合
錠
で
す
。
作
用
が
違
う

二
種
類
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
よ
り

効
果
的
で
す
。 

②
〈
剤
型
：
貼
り
薬
〉 

用
法
用
量
：
一
回
一
枚
（
初
回
五
㎎
）
か
ら

開
始
し
七
日
毎
に
貼
り
か
え
る
薬
で
す
。 

ノ
ル
ス
パ
ン
Ⓡ

テ
ー
プ 

フ
ェ
ン
ト
ス
Ⓡ

テ
ー
プ 

（
成
分
：
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
ク
エ
ン
酸
塩
） 

用
法
用
量
：
一
回
一
錠
一
日
四
回 

（
成
分
：
ブ
プ
レ
ノ
ル
フ
ィ
ン
） 

    

辛
い
痛
み
も
正
し
い
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
慢
性
疼
痛
で
お

悩
み
の
方
は
一
度
受
診
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
ら
の
薬
を
使
っ
て
気
に
な
る
症
状

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

副
作
用
と
し
て
飲
み
始
め
に
め
ま
い
や
眠

気
が
で
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
自
動
車
の
運

転
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
突
然
こ
の

薬
を
中
止
す
る
と
不
眠
・
吐
き
気
・
頭
痛
・

下
痢
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
自
己
判
断
で
こ
の
薬
を
減
量
し
た
り
、

や
め
た
り
し
な
い
で
下
さ
い
。 

用
法
用
量
：
一
日
一
五
〇
㎎
か
ら
開
始
し
、

一
日
二
回
に
分
け
て
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状
に
応
じ
て
増
量
し
、
六
〇
〇
㎎
ま
で
増

や
せ
ま
す
。
高
齢
者
や
腎
臓
が
悪
い
人
は
、

飲
む
量
や
回
数
を
調
節
し
ま
す
。 

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
や
線
維
筋
痛
症
な
ど

痛
み
の
原
因
が
神
経
に
あ
り
、
消
炎
鎮
痛
薬

や
オ
ピ
オ
イ
ド
で
は
痛
み
が
取
れ
な
い
場
合

に
は
、神
経
の
痛
み
に
効
く
薬
を
用
い
ま
す
。 

リ
リ
カ
Ⓡ

（
成
分
：
プ
レ
ガ
バ
リ
ン
） 

〈
剤
型
：
飲
み
薬
〉 

【
し
び
れ
の
痛
み
に
効
く
薬
と
は
？
】 

11  ハローホスピタル 96 号 

慢性疼痛の治療薬 



                    

・
赤
血
球
と
は 

赤
血
球
は
核
を
持
た
ず
、
直
径
七
～
八
マ

イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
、
真
ん
中
が
ち
ょ
っ
と
凹

ん
だ
円
盤
状
を
し
て
い
ま
す
。 

血
液
の
中
に
は
三
種
類
の
細
胞
、
「
赤
血

球
」、「
白
血
球
」、「
血
小
板
」
が
流
れ
て
い

ま
す
。 

今
回
は
、
赤
血
球
と
、
そ
れ
に
関
連
し
て

貧
血
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

赤血球と貧血 

 

・
生
体
内
で
の
鉄
の
働
き 

私
た
ち
の
体
内
に
は
、
鉄
が
約
三
～
四
グ

ラ
ム
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
、約
三
分
の
二
は
赤
血
球
中
に
あ
り
ま
す
。

赤
血
球
が
寿
命
を
迎
え
、
脾
臓
で
壊
さ
れ
る

際
、
鉄
は
必
要
に
応
じ
て
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

の
材
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。
余
分
な

鉄
は
主
に
肝
臓
に
貯
蔵
さ
れ
、
必
要
な
時
に

使
用
さ
れ
ま
す
。 

赤
血
球
に
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
血
色
素
）

が
入
っ
て
お
り
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
含
ま
れ

て
い
る
鉄
に
酸
素
が
く
っ
つ
く
事
で
、
酸
素

の
運
搬
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

鉄
は
主
と
し
て
食
事
か
ら
摂
取
し
ま
す
が
、

一
日
に
口
か
ら
入
る
鉄
は
、
約
一
〇
～
二
〇

ミ
リ
グ
ラ
ム
で
、
実
際
、
体
に
吸
収
さ
れ
る

の
は
そ
の
一
〇
％
程
度
で
、
約
一
～
二
ミ
リ

グ
ラ
ム
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

骨
の
中
に
あ
る
骨
髄
で
作
ら
れ
、
血
液
中

に
出
て
い
き
ま
す
。
赤
血
球
の
寿
命
は
約
一

二
〇
日
で
、
寿
命
を
迎
え
た
赤
血
球
は
、
脾

臓
で
壊
さ
れ
ま
す
。 

赤
血
球
の
働
き
と
関
連
の
深
い
、
鉄
の
お

話
を
し
ま
す
。 

便
や
尿
・
汗
な
ど
を
通
じ
て
、
一
日
に
約

一
～
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
体
外
へ
出
て
い
き
ま
す
。

鉄
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
鉄
が
不
足
す

る
と
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
に
な
り
ま
す
の
で
、

過
不
足
な
い
鉄
の
摂
取
が
、
健
康
維
持
に
は

必
要
で
す
。 

     
・
貧
血
の
症
状 

・
貧
血
と
は 

貧
血
の
種
類
に
は
、
赤
血
球
が
う
ま
く
作

れ
な
い
「
再
生
不
良
性
貧
血
」
や
「
骨
髄
異

形
成
症
候
群
」、赤
血
球
が
色
々
な
原
因
で
壊

さ
れ
て
し
ま
う
「
溶
血
性
貧
血
」、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ12
や
葉
酸
の
不
足
で
起
こ
る
「
巨
赤
芽
球
性

貧
血
」、
鉄
不
足
（
摂
取
不
足
、
胃
潰
瘍
や
大

腸
が
ん
に
よ
る
消
化
管
出
血
や
月
経
過
多
に

よ
る
鉄
の
喪
失
、
妊
娠
に
よ
る
鉄
の
必
要
量

の
増
加
）
に
よ
っ
て
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
作
れ

な
い「
鉄
欠
乏
性
貧
血
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

デ
シ
リ
ッ
ト
ル
未
満
で
貧
血
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。 

赤
血
球
の
数
は
関
係
な
く
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
が
減
少
し
た
状
態
で
あ
り
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
基

準
で
は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
が
、
成
人
男

性
の
場
合
一
三
グ
ラ
ム
／
デ
シ
リ
ッ
ト
ル 

未
満
、
成
人
女
性
の
場
合
一
二
グ
ラ
ム
／ 

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
欠
乏
に
よ
り
、
皮
膚
や

粘
膜
が
蒼
白
に
な
り
ま
す
。
眼
瞼
結
膜
（
あ

っ
か
ん
べ
ー
し
た
と
き
に
裏
返
し
た
下
ま
ぶ

た
部
分
や
上
ま
ぶ
た
の
裏
）
も
白
っ
ぽ
く
な

り
ま
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
欠
乏
で
、
酸
素

を
運
ぶ
能
力
が
落
ち
る
た
め
、
全
身
倦
怠
感

や
イ
ラ
イ
ラ
、
神
経
症
状
、
精
神
症
状
、
だ

る
さ
、
眠
気
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
全
身
に

多
く
血
液
を
送
る
為
に
脈
拍
が
速
く
な
り
、

動
悸
や
息
切
れ
も
起
こ
り
ま
す
。
重
症
に
な

る
と
心
臓
が
働
き
す
ぎ
に
な
る
の
で
、
微
熱

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。 

    

一
般
的
に
多
い
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
に
特
有

な
症
状
と
し
て
、
腸
や
胃
の
粘
膜
の
増
殖
に

も
関
与
し
て
い
る
鉄
が
不
足
す
る
た
め
に
消

化
管
粘
膜
が
委
縮
し
、
食
物
を
摂
取
す
る
と

し
み
た
り
、
嚥
下
困
難
、
異
物
感
、
胃
炎
と

い
っ
た
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
変
わ

っ
た
症
状
と
し
て
「
異
食
症
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
特
に
多
い
の
が
、
冷
た
い
氷
を

パ
リ
パ
リ
食
べ
た
く
な
る
と
い
う
症
状
で
す
。

重
症
に
な
る
と
「
匙
状
爪
（
さ
じ
じ
ょ
う
つ

め
）」
と
い
う
、
爪
の
中
央
が
陥
凹
し
て
ス
プ

ー
ン
上
に
な
る
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。 

貧
血
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
鏡
で
す
。
健

康
診
断
で
貧
血
と
言
わ
れ
た
り
、
貧
血
の
よ

う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
受
診
を
し
て
適

切
な
治
療
を
受
け
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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通
常
が
ん
や
炎
症
の
病
巣
の
存
在
、
病
巣

の
大
き
さ
や
場
所
の
特
定
、
良
性
・
悪
性
の

区
別
、
転
移
状
況
や
治
療
効
果
の
判
定
、
再

発
の
診
断
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

    
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
」
と
は
ポ
ジ
ト
ロ
ン
・
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー(Positron 

Emission Tomography)

の
頭
文
字
を
と
っ

た
略
語
で
、
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
と
い
う

意
味
で
す
。
放
射
性
物
質
を
含
む
薬
剤
を
用

い
る
核
医
学
検
査
の
一
種
で
、
放
射
性
薬
剤

を
体
内
に
取
り
込
ま
せ
、
放
出
さ
れ
る
放
射

線
を
特
殊
な
カ
メ
ラ
で
と
ら
え
て
画
像
化
し

ま
す
。 

〇
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
と
は 

PET 検査の話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
、
が
ん
細
胞
が
正
常
細
胞

に
比
べ
て
三
～
八
倍
の
ブ
ド
ウ
糖
を
取
り
込

む
、
と
い
う
性
質
を
利
用
し
ま
す
。
ブ
ド
ウ

糖
に
近
い
成
分
（
Ｆ
Ｄ
Ｇ
）
を
体
内
に
注
射

し
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
全
身
を
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で

撮
影
し
ま
す
。
す
る
と
ブ
ド
ウ
糖
（
Ｆ
Ｄ
Ｇ
）

が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
が
わ
か
り
、
が
ん
を

発
見
す
る
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。 

〇
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
原
理 

が
ん
は
、
腫
瘍
（
で
き
も
の
）
が
で
き
た

り
、
体
に
変
化
が
起
き
て
か
ら
見
つ
か
る
こ

と
が
多
く
、
が
ん
細
胞
が
あ
る
程
度
の
成
長

し
て
か
ら
で
な
い
と
発
見
し
に
く
い
病
気
で

し
た
。
し
か
し
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
検
査
に
よ
り
、
早

期
発
見
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

  

従
来
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
Ｘ
線
）
や
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査
は
、
写
し
出
さ
れ
た
形

態
か
ら
が
ん
を
見
つ
け
ま
す
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は

ブ
ド
ウ
糖
代
謝
な
ど
の
機
能
か
ら
異
常
を
診

ま
す
。
病
変
の
形
態
だ
け
で
判
断
つ
か
な
い

時
に
、
働
き
（
機
能
）
の
状
況
を
同
時
に
診

る
こ
と
で
、
診
断
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。 

           

腫
瘍
細
胞
の
特
徴
は
大
き
く
３
つ
あ
り
ま

す
。 が

ん
細
胞
が
生
ま
れ
て
か
ら
活
発
に
成
長

す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
比
較
的
長
い
期

間
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
度
大
き
く

な
る
と
成
長
・
増
殖
の
ス
ピ
ー
ド
が
ど
ん
ど

ん
速
く
な
り
ま
す
。 

従
来
の
が
ん
検
診
で
は
、
腫
瘍
の
大
き
さ

が
一
㎝
程
度
に
な
ら
な
い
と
発
見
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
で
は
、
早
期
の

五
㎜
程
度
の
大
き
さ
で
の
発
見
が
可
能
で
す
。 

〇
が
ん
と
Ｐ
Ｅ
Ｔ 

      

Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
は
②
③
の
特
徴
が
あ
る
か
ど
う

か
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
良
性
・
悪
性
の
判
別
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。 

ヒ
ト
の
正
常
な
新
陳
代
謝
の
都
合
を
無
視
し

て
、
自
律
的
に
増
殖
を
続
け
、
止
ま
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

ほ
か
の
正
常
細
胞
が
摂
取
し
よ
う
と
す
る
栄

養
を
ど
ん
ど
ん
奪
っ
て
し
ま
う
た
め
、
正
常

細
胞
に
栄
養
が
行
き
わ
た
ら
ず
身
体
が
衰
弱

し
て
し
ま
い
ま
す
。 

周
囲
に
滲
み
出
る
よ
う
に
拡
が
っ
た
り
（
＝

浸
潤
）、体
の
あ
ち
こ
ち
に
飛
び
火（
＝
転
移
）

し
て
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
が
ん
細
胞
を
つ

く
り
ま
す
。 

こ
の
う
ち
①
の
特
徴
だ
け
を
持
つ
も
の
が

良
性
腫
瘍
と
よ
ば
れ
、
増
殖
の
ス
ピ
ー
ド
も

そ
れ
ほ
ど
速
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

①
②
③
す
べ
て
の
特
徴
を
持
つ
も
の
が
、

悪
性
腫
瘍
で
あ
る「
が
ん
」と
呼
ば
れ
ま
す
。 

 

③
悪
液
質 

②
浸
潤
と
転
移 

①
自
律
性
増
殖 

13  ハローホスピタル 96 号 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

梅
雨
の
う
っ
と
う
し
い
日
々
が
あ
け
る
と
、

い
よ
い
よ
本
格
的
な
猛
暑
の
到
来
で
す
。
気

象
庁
の
天
気
予
報
で
は
、こ
の
夏
の
気
温
は
、

東
日
本
で
は
暖
か
い
空
気
に
覆
わ
れ
平
年
並

み
か
高
く
、
西
日
本
と
北
や
沖
縄
、
奄
美
で

は
、ほ
ぼ
平
年
並
み
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
暑
い
季
節
へ
む
か
う
た
め
、
夏

バ
テ
予
防
に
、
七
月
「
土
用
丑
の
日
」
は
鰻

を
食
べ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

    

「
土
用
」
と
は
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、

立
冬
の
前
十
八
日
間
の
こ
と
を
い
い
、
季
節

の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
立
秋
前
の
土

用
は
、
暑
さ
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
土
用
丑

の
日
に
鰻
な
ど
の
精
の
つ
く
物
を
食
べ
る
風

習
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
鰻
の
他
に
も
、
う
ど

ん
、
瓜
、
梅
干
し
な
ど
「
う
」
の
つ
く
食
べ

物
は
暑
さ
に
負
け
ぬ
よ
う
、
夏
バ
テ
予
防
の

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
昔
か
ら
食
べ
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
今
年
の
土
用
丑
の
日
は
七

月
二
十
四
日
と
八
月
五
日
。
鰻
や
「
う
」
の

つ
く
食
べ
物
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
暑

い
夏
を
乗
り
き
り
た
い
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、暑
さ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
八
月
は
、

夏
ま
つ
り
や
花
火
大
会
と
、
外
で
の
イ
ベ
ン

ト
が
多
く
な
り
ま
す
。
汗
を
い
っ
ぱ
い
か
い

た
後
に
は
水
分
補
給
が
と
て
も
大
切
で
す
。

の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
た
時
に
は
、
既
に
水

分
が
不
足
し
、
体
が
脱
水
状
態
で
あ
る
と
い

う
サ
イ
ン
で
す
。
暑
い
夏
に
は
水
分
を
こ
ま

め
に
補
給
し
脱
水
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。 

目
安
と
し
て
一
日
一
～
一
・
五
リ
ッ
ト
ル

の
水
分
を
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

気
温
、
湿
度
が
高
い
日
や
、
運
動
を
し
て
発

汗
量
が
多
い
時
は
、
そ
れ
に
見
合
う
水
分
量

の
確
保
が
必
要
で
す
。 

夏
の
風
物
詩
の
一
つ
で
あ
る
「
す
い
か
」。

こ
の
す
い
か
が
果
物
の
中
で
は
水
分
補
給
に

適
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
よ
く
冷
え
た
す
い

か
の
甘
い
果
汁
と
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
し
た
食

感
は
、
暑
さ
で
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
く
れ
ま

す
。
す
い
か
の
原
産
地
は
ア
フ
リ
カ
で
す
。

約
四
〇
〇
〇
年
前
の
エ
ジ
プ
ト
で
栽
培
さ
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
中
国

を
経
由
し
て
日
本
に
渡
来
し
、
西
か
ら
き
た

瓜
と
い
う
こ
と
か
ら
「
西
瓜
」
と
名
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
英
語
で
「
ウ
ォ
タ
ー
メ
ロ
ン
」

と
い
う
よ
う
に
、
中
近
東
や
中
央
ア
ジ
ア
な

ど
の
砂
漠
地
帯
で
は
、
飲
料
水
代
わ
り
に
用

い
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

す
い
か
の
九
〇
％
が
水
分
。
残
り
一
〇
％

に
糖
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
（
カ
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ

ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
）
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
赤
い
果
肉
に
は
、
美
肌
や

免
疫
力
強
化
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
カ

ロ
テ
ン
や
リ
コ
ピ
ン
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
ロ
テ
ン
は
人
参
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

と
し
て
機
能
し
、
肌
の
健
康
を
保
ち
、
老
化

や
が
ん
を
予
防
し
ま
す
。ま
た
リ
コ
ピ
ン
は
、

ト
マ
ト
の
有
効
成
分
と
し
て
有
名
な
栄
養
素

で
す
が
、
す
い
か
に
は
ト
マ
ト
の
一
・
五
倍

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
リ
コ
ピ
ン
は
有
害
な
活

性
酸
素
を
分
解
し
、
老
化
や
動
脈
硬
化
、
脳

卒
中
、
が
ん
な
ど
を
予
防
し
て
く
れ
ま
す
。 

す
い
か
に
微
量
の
食
塩
を
加
え
て
食
べ
る

と
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
と
同
じ
く
ら
い
の

効
果
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。 
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○すいかのスムージー ○ 【１人分】        
  ・すいか（種は除く）    200 g 

・氷           約 100g 
・砂糖又は蜂蜜    大さじ 1~1.5 

 ・塩            少々 

            
 

・手順・ 
1． すいかは種を取り 2~3 ㎝角にカットする。 
2． ジューサーに 1 とその他の材料を入れて攪

拌する。 
 

★もっと冷たくしたい場合はすいかを 
 予め凍らせておきましょう。 

 
 

 すいかの話 



           

当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
は
入

院
患
者
さ
ん
を
中
心
に
医
師
の
指
示
の
下
、

手
術
直
後
、
発
症
直
後
か
ら
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

で
日
常
生
活
に
必
要
な
動
作
の
維
持
、
改
善

を
目
的
に
訓
練
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
中
で

大
腿
骨
頚
部
骨
折
、
上
腕
骨
骨
折
、
橈
骨
（
と

う
こ
つ
）
遠
位
端
骨
折
、
脊
椎
圧
迫
骨
折
、

脊
柱
管
狭
窄
症
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、

そ
の
他
の
脊
椎
疾
患
、
脱
臼
、
靱
帯
損
傷
な

ど
多
く
の
整
形
外
科
疾
患
に
対
し
て
も
リ
ハ

ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
骨
折
と
は 

●
は
じ
め
に 

骨
折
で
は
、
骨
が
全
体
ま
た
は
部
分
的
に

そ
の
連
続
性
を
断
た
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
運

動
や
支
持
性
が
障
害
さ
れ
ま
す
。
ま
た
周
辺

の
軟
部
組
織
（
血
管
・
神
経
・
靭
帯
・
関
節

包
・
筋
肉
な
ど
）
の
損
傷
を
合
併
す
る
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
に
よ
り
種
々
の
問
題
が
発
生

す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。 

＜骨折のリハビリ＞ 
  ～第 1 弾～骨折について 

●
高
齢
者
の
骨
折 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
骨
折
の
合
併
症 
 

●
骨
折
の
症
状 

 

骨
折
の
治
療
は
骨
の
再
生
を
促
進
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
機
能
低
下
を
最
小
限
に
と

ど
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

リ
ハ
ビ
リ
で
は
受
傷
直
後
か
ら
治
療
を
開
始

す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。 

骨
折
を
全
身
疾
患
と
し
て
の
対
応
が
必
要

で
す
。 

④
肋
骨
骨
折
や
骨
盤
骨
折
な
ど
に
よ
る
内
臓

損
傷
。 

受
傷
の
経
緯
に
よ
っ
て
は
多
く
の
合
併
症

を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

①
全
身
状
態
・
・
・
発
熱
、
貧
血
、
顔
面
蒼

白
、
ふ
る
え
、
冷
汗
、
脈
拍
弱
小
な
ど
。 

③
脂
肪
塞
栓
に
よ
る
脳
梗
塞
、
肺
塞
栓
。
下

肢
深
部
静
脈
血
栓
症
。 

②
ギ
プ
ス
固
定
や
不
良
姿
勢
よ
る
神
経
障
害
。 

①
骨
折
に
伴
う
皮
膚
、
筋
肉
、
靭
帯
、
血
管
、

神
経
な
ど
の
損
傷
。
動
脈
の
損
傷
が
あ
る
場

合
で
は
広
範
な
壊
死
。
感
染
症
。 

②
局
所
症
状
・
・
・
疼
痛
、
圧
迫
痛
、
異
常

可
動
性
、
変
形
、
腫
脹
・
皮
下
出
血 

◎
意
識
障
害
や
認
知
症
の
発
生
と
進
行 

◎
廃
用
性
筋
萎
縮 

 

手
術
時
の
状
態
を
、
Ⅹ
線
像
を
通
し
て
確

認
し
ま
す
（
固
定
し
て
い
る
道
具
、
傷
口
）。 

 

術
前
・
術
後
を
通
し
て
骨
折
部
の
骨
癒
合
、

偽
関
節
、
組
織
壊
死
、
骨
萎
縮
（
骨
粗
鬆
症
）

を
把
握
し
ま
す
。 

 

な
ぜ
骨
折
を
し
て
し
ま
っ
た
の
か
は
再
骨

折
の
予
防
の
た
め
、
状
況
を
把
握
し
ま
す
。

重
篤
な
合
併
症
が
な
け
れ
ば
骨
折
前
の
運
動

機
能
が
目
標
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
日
常

生
活
・
職
業
な
ど
現
病
歴
と
併
せ
て
、
家
屋

構
造
、
特
に
床
面
の
状
態
や
段
差
の
有
無
は

高
齢
者
の
再
骨
折
を
予
防
す
る
う
え
で
も
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

●
リ
ハ
ビ
リ
に
必
要
な
骨
折
の
評
価 

◎
感
覚
障
害
や
認
知
機
能
低
下
な
ど
に
よ
る

二
次
的
な
損
傷
（
痛
み
な
ど
う
ま
く
訴
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
再
び
転
倒
す
る
）。 

⑤
関
節
可
動
域
テ
ス
ト 

④
軟
部
組
織
の
状
態 

③
問
診 

②
手
術
所
見
の
確
認 

①
Ⅹ
線
像
読
影 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ギ
プ
ス
な
ど
の
外
固
定
が
長
期
に
な
れ
ば

組
織
の
癒
着
や
傷
口
が
固
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
皮
膚
を
含
め
周
囲
組
織
の
硬
さ
、

可
動
性
や
周
径
、
色
調
を
確
認
し
ま
す
。 

◎
褥
瘡
（
床
ず
れ
） 

◎
尿
路
障
害 

◎
肺
炎
や
そ
の
他
の
感
染
症 

 

運
動
機
能
回
復
は
受
傷
前
の
生
活
状
態
に

よ
っ
て
影
響
さ
れ
ま
す
。
骨
折
前
の
生
活
自

立
度
と
日
常
生
活
動
作
の
評
価
を
行
い
、
比

較
検
討
し
ま
す
。 

 

骨
折
し
て
い
な
い
方
の
手
足
を
含
め
た
筋

力
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
下
肢

の
骨
折
で
は
、
骨
折
部
ば
か
り
で
な
く
体
幹

の
筋
群
に
対
し
て
も
筋
力
検
査
を
し
ま
す
。

ま
た
リ
ハ
ビ
リ
中
に
定
期
的
に
筋
力
テ
ス
ト

を
行
う
こ
と
で
機
能
の
回
復
を
確
認
し
ま
す
。 

    

関
節
の
拘
縮
や
変
形
の
有
無
を
確
認
し
ま

す
。
最
低
限
、
骨
折
部
の
周
囲
の
関
節
可
動

域
を
測
定
し
ま
す
。 

 

一
次
的
ま
た
は
二
次
的
神
経
損
傷
の
有
無
。 

 

リ
ハ
ビ
リ
前
後
の
疼
痛
の
度
合
い
を
確
認
。

痛
み
が
異
常
に
強
く
、
長
期
に
及
ぶ
場
合
は

神
経
損
傷
な
ど
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

●
お
わ
り
に 

骨
折
の
部
位
に
よ
っ
て
必
要
な
治
療
、
リ

ハ
ビ
リ
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
次
回
か
ら
は
そ

の
中
で
も
よ
く
み
ら
れ
る
骨
折
に
つ
い
て 

⑨
日
常
生
活
動
作
テ
ス
ト 

⑧
疼
痛 

⑦
感
覚
検
査 

⑥
徒
手
筋
力
テ
ス
ト 

紹
介
し
ま
す
。 
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病
状
・
治
療
に
関
す
る
説
明
も
親
切
丁
寧

で
、
信
頼
し
て
治
療
を
お
ま
か
せ
で
き
ま
し

た
。
私
の
意
向
や
気
持
ち
を
最
大
限
く
み
取

っ
て
い
た
だ
き
、
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

    

今
回
は
「
患
者
さ
ん
の
声
」
に
よ
せ
ら
れ

た
、
感
謝
の
言
葉
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

      
患
者
さ
ん
の
声
① 

良
い
先
生
に
巡
り
合
え
て
よ
か
っ
た
と
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
二
年
前
に
こ
ち
ら
に
入
院
し
た
際
、
全
て

の
助
産
師
さ
ん
の
対
応
が
素
晴
ら
し
く
、
心

に
残
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
も
こ
ち
ら
で
出

産
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
ど
の
方
も
丁
寧

に
接
し
て
下
さ
り
、
不
安
や
疑
問
が
な
い
よ

う
何
度
も
声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

毎
回
健
診
で
は
と
て
も
丁
寧
に
診
て
く
だ

さ
り
、
不
安
な
所
に
は
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
頂
き
安
心
し
て
妊
娠
生
活
を
送
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
四
十
歳
代
女
性
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

（
三
十
歳
代
女
性
） 

入
院
中
、
手
術
の
際
も
沢
山
声
を
か
け
て

い
た
だ
い
た
の
で
何
も
心
配
せ
ず
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
わ
が
ま
ま
に

も
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
応
じ
て
頂
い
て
感
謝

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

ま
た
痛
み
や
不
安
を
相
談
す
る
と
迅
速
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。
楽
し
い
出
産
・
入
院
生
活
に
な
り
ま
し

た 患
者
さ
ん
の
声
② 

こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
マ
マ
さ
ん
の
不
安
を

解
消
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

退
院
後
、
自
信
を
持
っ
て
二
人
目
の
育
児

に
取
り
組
め
そ
う
で
す
。帝
王
切
開
で
す
が
、

私
に
と
っ
て
二
度
の
出
産
は
と
て
も
幸
せ
い

っ
ぱ
い
な
良
い
お
産
で
し
た
。 

                         

今
後
も
よ
り
良
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

職
員
一
同
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

上
記
の
声
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
医

療
の
質
を
向
上
し
ま
す
。 

                         

○
患
者
満
足
向
上
委
員
会
で
は
三
か
月
に
一

度
、
接
遇
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
を
掲
示
し
、 

職
員
の
接
遇
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。 
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患者さんの声に 

お答えします 
（患者満足向上委員会） 



お待ちして
　　おります

　患者満足向上委員会・広報委員会では、

当院に対する皆様からのご意見・ご質問など

（その他何でも結構です）お待ちしております。

　院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階談話室

　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関入口総合案内

連絡先　　　Tel　

 

03‐5988‐2200（代表） 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　Fax　　03‐5988‐2250

　　　　　　　e-mail : info@nerima-hosp.or.jp
　　　　　　　http://www.nerima-hosp.or.jp

お　知　ら　せ

○　７月に 「外来患者さんアンケート」

 

を実施いたします

　　皆さまのご協力をよろしくお願いいたします

○　９月には 「敬老の日 講演会」 を予定しています

　　詳細は後日ホームページやお知らせなどで・・・

次号は　　第

 

９7

 

号

平成

 

２7 年

 

１０

 

月

 

１

 

日発行です。



｢ハローホスピタル｣：第９６号　　平成２７年　７月１日発行　（年４回発行）

発行／編集　　公益財団法人 東京都医療保健協会　練 馬 総 合 病 院　広報委員会

当院へのご案内

〒176-8530　東京都練馬区旭丘１-２４-1

★診療科目★ 内科／外科／循環器内科／整形外科／皮膚科／泌尿器科

産婦人科／眼科／小児科／脳外科／リハビリテーション科／漢方内科

特殊外来（尿失禁外来・禁煙外来・睡眠時無呼吸症候群外来）

健康医学センター（各種ドック・健診）／結石センター
糖尿病センター

 

／創傷センター

 

／内視鏡センター／漢方医学センター

★受付時間★ 午前の診療受付

午後の診療受付

午前８時～午前１１時

正午～午後４時

★休

 

診

 

日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で２４時間診療いたします

★２４時間救急受付★ 当直医常時３名体制　　（内科／外科系／産婦人科）

★面会時間★ 午後３時～午後８時平日

土･日･祝日 午前１０時～午後８時

＊平日午後７時・休日午後５時３０分以降は夜間救急入口になります。

☆新生児面会時間☆ 平日

土･日･祝日

午後３時～３時３０分　　午後５時～午後７時

午前１１時～１２時　
午後３時～３時３０分　　午後５時～午後７時

新江古田

至池袋至所沢

日大芸術学部
西武池袋線

都営大江戸線

江古田 東長崎

東京三菱ＵＦＪ銀行

旭丘文化通り

千川通り

武蔵大学
江古田バス停

ファミリーマート

公益財団法人

 

東京都医療保健協会

練馬総合病院

・診療

 

問い合わせ　

 

０３－５９８８－２２９０
・各種ドック、健診　０３－５９８８－２２４６
・その他問い合わせ　０３－５９８８－２２００（代表）
　　　　　　ＦＡＸ　０３－５９８８－２２５０
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